
㈳日本詩人クラブ　2024年 7月　例会のご案内

ＮＰＯ法人今井館教友会　今井館聖書講堂

東京都文京区本駒込6−11−15
●JR山手線　駒込駅　南口　徒歩11分
●地下鉄南北線　駒込駅　２番　徒歩8分
●地下鉄都営三田線　千石駅　A４　徒歩5分
六義園をめざしてください。六義公園運動場側です。

日時　2024年7月１3日㈯ 1４時～1７時	 資料代500円（会員・会友も）

会場　今井館聖書講堂 司会　塩野とみ子

開会の挨拶　　会長　太田雅孝

「新しい詩の声」授賞式
⒈　担当理事挨拶 「新しい詩の声」担当理事　田中眞由美
⒉　選考経過報告 第８回「新しい詩の声」選考委員長　田中眞由美
⒊　賞状授与 日本詩人クラブ会長　太田雅孝
⒋　受賞者スピーチ＆受賞作朗読

( 今までの会友入会者他による詩の朗読 )

担当理事からのご報告

閉会の挨拶　　理事長　秋山公哉

<三賞受賞者記念講演>

「津軽と私」	 井嶋りゅう氏　日本詩人クラブ新人賞
■プロフィール　井嶋りゅう(いしまりゅう)　１９７５年青森県北津軽郡鶴田町生まれ。２００９年より本格的に詩作を
始める。暫くはインターネット上での発表を続け、２０２３年に第一詩集「影」（文化企画アオサギ）を刊行し、第３７
回福田正夫賞を受賞。横浜詩人会会員。「詩誌指名手配」「ネット詩誌ＭＹＤＥＡＲ」「ウミツバメ」同人。最近は植物
を育てている。毎日褒めているととても発色の良い綺麗な姿に育つ。言葉と愛は命あるものをかがやかせる力があること
を知る。

「出会いを大切に」	 棚沢永子氏　日本詩人クラブ詩界賞(特別賞）
■プロフィール　棚沢永子（たなざわえいこ）１９５９年東京生まれ。大学卒業と同時に、ちょうど創刊された「現代
詩ラ・メール」の編集実務を担当、終刊までの十年間をラ・メールの会とともに歩む。鈴木ユリイカ氏責任編集の詩誌
「something」に田島安江氏と一緒に編集人として参加。現在は夫と聖蹟桜ヶ丘の喫茶店ケトルドラムを営みつつ、フ
リーで編集＆ライター業。著書に『東京の森のカフェ』（書肆侃侃房）がある。

＊例会終了後懇親会を行います。
　どなたでもご参加ください。

例会・国際交流理事：

谷口典子（TEL03-6265-7485）

丹羽京子（TEL090-1107-1199）
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